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(57)【要約】
【課題】二重構造容器による第１剤と第２剤の等量吐出
性を経時的に維持できるレオロジー特性を備えた毛髪化
粧料を提供する。
【解決手段】特定の吐出機構を持つ二重構造容器に各々
独立に充填され、加圧用の噴射剤により互いに分離して
吐出される毛髪化粧料の第１剤及び第２剤であって、Ｂ
型回転粘度計を用いた３０rpmでの粘度V３０と１２rpm
での粘度V１２との粘度比V３０/V１２がいず
れも０．５以上であり、第１剤における粘度比V３０/V

１２(f)と第２剤における粘度比V

３０/V１２(s)との値が互いに１．３倍を超えない範囲
内である。
【選択図】図１



(2) JP 2018-90623 A 2018.6.14

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１剤及び第２剤を含む毛髪化粧料であって、
　この第１剤及び第２剤は、加圧用の噴射剤を充填した噴射剤充填空間の内部に第１剤充
填用空間と第２剤充填用空間を各々独立に設けると共に、これら各剤の充填用空間にそれ
ぞれ充填する第１剤及び第２剤を前記噴射剤により互いに分離して同時に吐出する機構を
備えた二重構造容器において用いるためのものであり、
　前記第１剤及び第２剤は共にクリーム状で吐出されるものであり、２５℃の条件下にお
いて、Ｂ型回転粘度計を用いた３０rpmでの粘度V３０と１２rpmでの粘度V１２との粘度比
V３０/V１２がいずれも０．５以上であり、
　第１剤における前記粘度比V３０/V１２(f)と第２剤における前記粘度比V３０/V１２(s)
との値が互いに１．３倍を超えない範囲内である
　ことを特徴とする毛髪化粧料。
【請求項２】
前記第１剤が非イオン性界面活性剤の１種以上を合計１～１０質量％の範囲内で含有する
ことを特徴とする請求項１に記載の毛髪化粧料。
【請求項３】
前記第１剤が更に油性成分の１種以上を合計１質量％以上含有することを特徴とする請求
項１又は請求項２に記載の毛髪化粧料。
【請求項４】
前記第１剤が更に高級アルコールの１種以上を含有し、第１剤における非イオン性界面活
性剤の合計含有量C(n)と高級アルコールの合計含有量C(a)の質量％単位の比率C(n)／C(a)
が０．３～１．０の範囲内であることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の毛髪化
粧料。
【請求項５】
前記第１剤が更にイオン性界面活性剤の１種以上を含有し、第１剤におけるイオン性界面
活性剤の合計含有量C(i)と非イオン性界面活性剤の合計含有量C(n)の質量％単位の比率C(
i)／C(n)が１．５以下であることを特徴とする請求項２～請求項４のいずれかに記載の毛
髪化粧料。
【請求項６】
請求項１～請求項５のいずれかに記載の毛髪化粧料と、
　加圧用の噴射剤を充填した噴射剤充填空間の内部に第１剤充填用空間と第２剤充填用空
間を各々独立に設けると共に、これら各剤の充填用空間にそれぞれ充填する第１剤及び第
２剤を前記噴射剤により互いに分離して同時に吐出する機構を備えた二重構造容器と、を
含んで構成される毛髪化粧料用品であって、
　前記毛髪化粧料の第１剤及び第２剤が、前記二重構造容器における第１剤充填用空間と
第２剤充填用空間とにそれぞれ充填されている
　ことを特徴とする毛髪化粧料用品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は毛髪化粧料及び毛髪化粧料用品に関し、更に詳しくは、毛髪化粧料の第１剤と
第２剤を充填して吐出するための特定の機構を備えた二重構造容器に特に適合した第１剤
及び第２剤を含む毛髪化粧料と、この毛髪化粧料及び前記二重構造容器を含んで構成され
、毛髪化粧料の第１剤と第２剤が二重構造容器に充填されている毛髪化粧料用品に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、毛髪化粧料の第１剤と第２剤を分離して充填すると共に、同一の加圧吐出系によ
り同時に吐出する機構を備えた二重構造容器（以下、「分離充填・同一加圧吐出型の二重
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構造容器」と称する）が提案されている。分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器とし
て、例えば次の機構のものを挙げることができる。
【０００３】
　即ち、加圧用の圧縮ガスや液化ガスである噴射剤を充填した外側容器（噴射剤充填空間
）の開口部は、吐出路とこれを開閉するバルブを備えた蓋体によって気密に閉鎖されてい
る。又、外側容器の内部には毛髪化粧料の第１剤と第２剤をそれぞれ充填した２個の内側
容器である袋状体（第１剤充填用空間と第２剤充填用空間）が設置され、これらの袋状体
の開口部は上記蓋体の吐出路に液密に連通されている。従って、袋状体に充填した第１剤
と第２剤は同じ噴射剤によって常に吐出圧を受けており、吐出路バルブの簡単な開閉操作
により第１剤と第２剤の同時吐出を制御できるようになっている。
【０００４】
　例えば、下記の特許文献１、特許文献２は、基本的にこのような機構を備えた二重構造
容器を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－２２９３１８号公報
【特許文献２】特開２０１３－０４３６５９号公報
【特許文献３】特開２０１０－２３５５７８号公報
【特許文献４】特開２００７－３１４４４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記の分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器は、通常、袋状体に充填し
た第１剤と第２剤を同一量だけ同時吐出する設計であり、これに充填する第１剤と第２剤
も質量比１：１で等量吐出してから混合し、毛髪に適用するものである。
【０００７】
　しかし、分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器は同じ噴射剤の吐出圧により第１剤
と第２剤を同時に吐出する機構であるから、特に毛髪化粧料の第１剤と第２剤が比較的高
粘度のクリーム状製剤である場合には、第１剤と第２剤それぞれのレオロジー特性（加圧
時の流動による吐出性）が適正に調整されていなければ、実際には、第１剤と第２剤の等
量吐出を実現できない。等量吐出性がある程度以上損なわれた場合、第１剤と第２剤が二
重構造容器に充填されてなる毛髪化粧料用品の商品価値自体に影響する。
【０００８】
　更に、毛髪化粧料が例えば２剤式の酸化染毛剤や毛髪脱色剤等の染毛剤である場合、第
１剤には少なくともアルカリ剤（更には酸化染料）が配合され、第２剤には酸化剤が配合
される。このような組成上の制約下、等量吐出のために、どのようなカテゴリーのレオロ
ジー特性に着目し、そのレオロジー特性を第１剤と第２剤のどのような組成設計により実
現すれば良いか、を見極めることは容易ではない。
【０００９】
　上記の特許文献３、４は、化粧料組成物についてのレオロジー特性の実現を発明の課題
としている。しかし特許文献３は、エアゾールフォーマー容器から泡状に吐出する二剤式
染毛剤について、毛髪への適用後の浸透性や毛髪からの垂れ落ち防止等の観点から、吐出
・混合後の泡の動的粘弾性を調整することを開示する。又、特許文献４は、皮膚化粧料の
塗布時の肌への伸び等を検討課題として、水中油型乳化化粧料における平均乳化粒子径を
調整することにより当該化粧料に一定のレオロジー特性を備えさせることを開示する。従
って特許文献３、４では、レオロジー特性のカテゴリーの点でも、そのための第１剤と第
２剤の組成設計の点でも、上記した等量吐出を実現する上で、全く参考にならない。
【００１０】
　そこで本発明は、分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器による第１剤と第２剤の等
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量吐出が可能で、経時的にも等量吐出性を維持できるレオロジー特性を備えた毛髪化粧料
を提供することを、解決すべき課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（第１発明の構成）
　本願第１発明の構成は、第１剤及び第２剤を含む毛髪化粧料であって、
　この第１剤及び第２剤は、加圧用の噴射剤を充填した噴射剤充填空間の内部に第１剤充
填用空間と第２剤充填用空間を各々独立に設けると共に、これら各剤の充填用空間にそれ
ぞれ充填する第１剤及び第２剤を前記噴射剤により互いに分離して同時に吐出する機構を
備えた二重構造容器において用いるためのものであり、
　前記第１剤及び第２剤は共にクリーム状で吐出されるものであり、２５℃の条件下にお
いて、Ｂ型回転粘度計を用いた３０rpmでの粘度V３０と１２rpmでの粘度V１２との粘度比
V３０/V１２がいずれも０．５以上であり、
　第１剤における前記粘度比V３０/V１２(f)と第２剤における前記粘度比V３０/V１２(s)
との値が互いに１．３倍を超えない範囲内である、毛髪化粧料である。
【００１２】
　（第２発明の構成）
　本願第２発明の構成は、前記第１発明に係る毛髪化粧料において、第１剤が非イオン性
界面活性剤の１種以上を合計１～１０質量％の範囲内で含有する、毛髪化粧料である。
【００１３】
　（第３発明の構成）
　本願第３発明の構成は、前記第１発明又は第２発明に係る毛髪化粧料において、第１剤
が更に油性成分の１種以上を合計１質量％以上含有する、毛髪化粧料である。
【００１４】
　（第４発明の構成）
　本願第４発明の構成は、前記第２発明又は第３発明に係る毛髪化粧料において、第１剤
が更に高級アルコールの１種以上を含有し、第１剤における非イオン性界面活性剤の合計
含有量C(n)と高級アルコールの合計含有量C(a)の質量％単位の比率C(n)／C(a)が０．３～
１．０の範囲内である、毛髪化粧料である。
【００１５】
　（第５発明の構成）
　本願第５発明の構成は、前記第２発明～第４発明のいずれかに係る毛髪化粧料において
、第１剤が更にイオン性界面活性剤の１種以上を含有し、第１剤におけるイオン性界面活
性剤の合計含有量C(i)と非イオン性界面活性剤の合計含有量C(n)の質量％単位の比率C(i)
／C(n)が１．５以下である、毛髪化粧料である。
【００１６】
　（第６発明の構成）
　本願第６発明の構成は、第１発明～第５発明のいずれかに記載の毛髪化粧料と、
　加圧用の噴射剤を充填した噴射剤充填空間の内部に第１剤充填用空間と第２剤充填用空
間を各々独立に設けると共に、これら各剤の充填用空間にそれぞれ充填する第１剤及び第
２剤を前記噴射剤により互いに分離して同時に吐出する機構を備えた二重構造容器と、を
含んで構成される毛髪化粧料用品であって、
　前記毛髪化粧料の第１剤及び第２剤が、前記二重構造容器における第１剤充填用空間と
第２剤充填用空間とにそれぞれ充填されている、毛髪化粧料用品である。
【発明の効果】
【００１７】
　（第１発明の効果）
　本願発明者は、本発明の課題の解決手段を追及する過程で、分離充填・同一加圧吐出型
の二重構造容器による第１剤と第２剤の等量吐出が可能で、経時的にも等量吐出性を維持
できるレオロジー特性を実現する上で、流体としての第１剤及び第２剤についての降伏値
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、ひずみγ、緩和時間λ(0)の３因子に着目した。降伏値は流体の流動性因子であって、
この値が小さいと等量吐出を制御性し難くなる。ひずみγの値が小さいと、経時的な等量
吐出性の向上に貢献する。緩和時間λ(0)が短いと、応力緩和後に元の流体構造に戻り易
いため、等量吐出性の向上に貢献する。
【００１８】
　なお、降伏値、ひずみγ、緩和時間λ(0)の３因子については、チタン製パラレルプレ
ート型粘弾性測定機レオストレスRS600（HAAKE社）を用い、測定温度２５℃、測定ギャッ
プ：０．０５２mmにおいて、測定モード：CSフローカーブ（応力０．０１～３００Ｐａ、
３００ｓ）、クリープ（０．５Ｐａ、６０ｓ）／リカバリー（０Ｐａ、６０ｓ）にて測定
した。
【００１９】
　そして、これらの各因子を総合的に満足させるレオロジー特性の具体的評価指標として
、第１剤と第２剤についてのＢ型回転粘度計を用いた３０rpmでの粘度V３０と、１２rpm
での粘度V１２との粘度比V３０/V１２が好適な指標となることを見出した。即ち、第１剤
における上記粘度比V３０/V１２(f)と、第２剤における上記粘度比V３０/V１２(s)とが一
定値以上であり、かつ、これら両者の粘度比が相対的に一定の近似した数値範囲内にある
場合に、分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器による第１剤と第２剤の等量吐出を実
現できることを見出した。
【００２０】
　第１発明によれば、二重構造容器にそれぞれ充填するクリーム状の第１剤及び第２剤に
ついて、第１剤における上記粘度比V３０/V１２(f)と、第２剤における上記粘度比V３０/
V１２(s)とをいずれも０．５以上とし、かつ、これら両者の粘度比の値が互いに１．３倍
を超えない範囲内としているので、分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器による第１
剤と第２剤の等量吐出を実現できる。
【００２１】
　なを、本発明で言う「等量吐出」とは、二重構造容器にそれぞれ充填した第１剤と第２
剤の吐出量が、質量部数単位の比較で２５質量％以内の誤差であり、より好ましくは２０
質量％以内の誤差であることを言う。
【００２２】
　（第２発明の効果）
　二重構造容器に第１剤と第２剤を充填してなる製品は、製造時から販売時までの間の保
管・流通期間や、ユーザーが第１剤と第２剤を少しづつ吐出しながら使用する使用期間を
考慮すると、経時的な等量吐出性の維持が求められる。即ち第１剤と第２剤についての第
１発明に規定するレオロジー特性の経時的な維持が求められる。
【００２３】
　本願発明者は、このような要求への対応手段を追及する過程で、まず、レオロジー特性
の経時的な維持が、特に第１剤において問題となることを見出した。その理由は、毛髪化
粧料が酸化染毛剤である場合には第１剤が酸化染料などの塩類を含有する点に関係すると
考えられる。そして、第１剤に一定の量的範囲内で非イオン性界面活性剤を含有させると
、クリーム状第１剤の乳化安定性が向上し、従って、上記レオロジー特性を経時的に維持
し易いことを見出した。
【００２４】
　即ち、第２発明によれば、毛髪化粧料の第１剤が非イオン性界面活性剤の１種以上を合
計１～１０質量％の範囲内で含有するので、第１剤の乳化安定性が向上し、レオロジー特
性を経時的に維持し易く、ひいては第１剤と第２剤の経時的な等量吐出性を維持し易い。
【００２５】
　なお、非イオン性界面活性剤は、第１剤中では経時的に安定である。又、第１剤に非イ
オン性界面活性剤を配合すると、毛髪化粧料が特に染毛剤である場合のクリーム状第１剤
の乳化安定性のために効果的である。
【００２６】
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　（第３発明の効果）
　第３発明によれば、毛髪化粧料の第１剤が更に油性成分の１種以上を合計１質量％以上
含有するので、毛髪化粧料が染毛剤である場合の染毛力を良好に確保することができる。
この効果は、油性成分が炭化水素又はエステルである場合に、特に好ましく確保される。
【００２７】
　（第４発明の効果）
　第２発明について前記した、第１剤におけるレオロジー特性の経時的な維持に関しては
、第１剤における非イオン性界面活性剤の合計含有量C(n)と高級アルコールの合計含有量
C(a)の比率C(n)／C(a)が一定の範囲内であることが、特に好ましいことが分かった。
【００２８】
　第４発明によれば、第１剤が更に１種以上の高級アルコールを含有し、質量％単位での
上記比率C(n)／C(a)が０．３～１．０の範囲内であるので、第１剤のレオロジー特性が経
時的に維持され、ひいては、第１剤と第２剤の経時的な等量吐出性が維持される。
【００２９】
　（第５発明の効果）
　第５発明によれば、毛髪化粧料の第１剤が更に１種以上のイオン性界面活性剤を含有し
、第１剤におけるイオン性界面活性剤の合計含有量C(i)と非イオン性界面活性剤の合計含
有量C(n)の質量％単位の比率C(i)／C(n)が１．５以下であるため、第１剤におけるレオロ
ジー特性の経時的な維持が特に優れる。
【００３０】
　（第６発明の効果）
　第６発明によれば、第１発明～第５発明のいずれかに記載の毛髪化粧料の第１剤及び第
２剤が分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器における第１剤充填用空間と第２剤充填
用空間とにそれぞれ充填された毛髪化粧料用品が提供される。この毛髪化粧料用品におい
ては、二重構造容器による第１剤と第２剤の等量吐出が可能で、経時的にも等量吐出性を
維持できる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明で用いる二重構造容器の一例の概要を示す正面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　　１　　　　　　　　　　二重構造容器
　　２　　　　　　　　　　外側容器
　　３、４　　　　　　　　袋状体
　　５　　　　　　　　　　噴射剤充填空間
　　６　　　　　　　　　　開口部
　　７　　　　　　　　　　蓋体
　　８、９　　　　　　　　筒状ステム
　　１０　　　　　　　　　アクチュエータ
　　１１　　　　　　　　　開口部
　　１２、１３　　　　　　吐出孔
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　次に本発明の実施形態を、その最良の形態を含めて説明する。
【００３４】
　〔毛髪化粧料〕
　まず、本発明の毛髪化粧料の実施形態を、第１剤及び第２剤を中心として説明する。こ
れらの実施形態で述べる第１剤と第２剤主要な成分については詳しくは後述する。
【００３５】
　本発明の毛髪化粧料は、少なくとも第１剤と第２剤とを含んで構成される。これらの第
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１剤と第２剤は、後述する分離充填・同一加圧吐出型の二重構造容器における、例えば袋
状体である第１剤充填用空間と第２剤充填用空間にそれぞれ充填される。毛髪化粧料の第
１剤と第２剤はいずれも乳化されたクリーム状の剤型であり、二重構造容器から同様のク
リーム状として吐出されるものである。
【００３６】
　毛髪化粧料としては、このような第１剤と第２剤からなる２剤式を例示できるが、更に
適宜な処方に係る第３剤等を付加した３剤式などの多剤式のものも包含される。付加され
る第３剤等の剤型は特段に限定されない。毛髪化粧料が３剤式等である場合、その第３剤
等は、通常、第１剤と第２剤を充填した二重構造容器に添付されて、商品としての毛髪化
粧料用品の構成要素となる。
【００３７】
　毛髪化粧料のカテゴリーは、少なくとも第１剤と第２剤とを含んで構成される限りにお
いて限定されないが、好ましくは、酸化染毛剤、毛髪脱色剤、毛髪脱染剤が例示される。
これらはアルカリ剤を含有する第１剤と酸化剤を含有する第２剤とを含む点で共通するが
、酸化染毛剤においては更に酸化染料を含む。酸化染料は主要中間体からなり、又は主要
中間体とカプラーからなるが、場合によって更に直接染料が添加される。毛髪脱染剤では
、アルカリ剤に加えて酸化助剤として過硫酸塩が追加される。
【００３８】
　本発明の毛髪化粧料において、第１剤及び第２剤は、２５℃においてＢ型回転粘度計を
用いた３０rpmでの粘度V３０と１２rpmでの粘度V１２との粘度比V３０/V１２が、いずれ
も０．５以上であり、より好ましくは０．５５以上である。更に本発明の毛髪化粧料にお
いて、第１剤での粘度比V３０/V１２(f)と第２剤での粘度比V３０/V１２(s)との値が互い
に１．３倍を超えない範囲内であり、より好ましくは互いに１．２倍を超えない範囲内で
ある。
【００３９】
　上記の３０rpmでの粘度V３０と１２rpmでの粘度V１２は、いわゆるＢ型の回転粘度計で
、４号ローターを用い、２５℃で、３０rpmでの測定粘度V３０（mPa・s）及び１２rpmで
の測定粘度V１２（mPa・s）として得られる値を言う。
【００４０】
　毛髪化粧料の第１剤は、好ましくは１～１０質量％、より好ましくは２～８質量％の合
計含有量の範囲内で、非イオン性界面活性剤の１種以上を含有することができる。毛髪化
粧料の第２剤にも、適宜に非イオン性界面活性剤の１種以上を配合しても良い。
【００４１】
　毛髪化粧料の第１剤は更に、好ましくは１質量％以上、より好ましくは２質量％以上の
合計含有量の、油性成分の１種以上を含有することができる。毛髪化粧料の第２剤にも、
適宜に油性成分の１種以上を配合しても良い。
【００４２】
　毛髪化粧料の第１剤は、更に、好ましくは高級アルコールの１種以上を含有することが
できる。本願明細書において「高級アルコール」とは、炭素数が１２以上の飽和又は不飽
和で直鎖状又は分岐鎖状の１価のアルコールを言う。毛髪化粧料の第２剤にも、適宜に高
級アルコールの１種以上を配合しても良い。
【００４３】
　毛髪化粧料の第１剤において、非イオン性界面活性剤の１種以上の合計含有量C(n)と、
高級アルコールの１種以上の合計含有量C(a)との質量％単位の比率C(n)／C(a)は、限定は
されないが、好ましくは０．３～１．０の範囲内、より好ましくは０．３５～０．９の範
囲内である。
【００４４】
　又、毛髪化粧料の第１剤は、更に、好ましくは、イオン性界面活性剤の１種以上を含有
することができる。イオン性界面活性剤としては、カチオン性界面活性剤、アニオン性界
面活性剤、両性界面活性剤が挙げられる。
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【００４５】
　毛髪化粧料の第１剤に合計含有量が０．２～１質量％のイオン性界面活性剤の１種以上
を含有させると、第１剤における乳化安定性の向上、レオロジー特性の経時的な維持の点
で好ましい。更に、イオン性界面活性剤の１種以上の合計含有量C(i)と、非イオン性界面
活性剤の１種以上の合計含有量C(n)との質量％単位の比率C(i)／C(n)は、限定はされない
が、好ましくは１．５以下、より好ましくは１．０以下である。
【００４６】
　〔毛髪化粧料の主要成分〕
　次に、本発明の毛髪化粧料に含有される必須成分及び主要な任意的配合成分の実施形態
を、順次に詳しく述べる。
【００４７】
　（アルカリ剤）
　毛髪化粧料が酸化染毛剤、毛髪脱色剤又は毛髪脱染剤である場合、その第１剤に含有さ
れるアルカリ剤としては、アンモニア、アルカノールアミン、ケイ酸塩、炭酸塩、炭酸水
素塩、メタケイ酸塩、硫酸塩、塩化物、リン酸塩、塩基性アミノ酸等が例示される。具体
的には、アルカノールアミンとしてはモノエタノールアミン、トリエタノールアミン等が
例示され、ケイ酸塩としてはケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウムが例示され、炭酸塩とし
ては炭酸ナトリウム、炭酸アンモニウムが例示され、炭酸水素塩としては炭酸水素ナトリ
ウム、炭酸水素アンモニウムが例示され、メタケイ酸塩としてはメタケイ酸ナトリウム、
メタケイ酸カリウムが例示され、硫酸塩としては硫酸アンモニウムが例示され、塩化物と
しては塩化アンモニウムが例示され、リン酸塩としてはリン酸第１アンモニウム、リン酸
第２アンモニウムが例示され、塩基性アミノ酸としてはアルギニン、リジン及びそれらの
塩が例示される。これらの中でも、アンモニア、炭酸塩及びアンモニウム塩が好ましい。
【００４８】
　第１剤におけるアルカリ剤の含有量は限定されないが、例えば０．１～１５質量％、よ
り好ましくは１～１２質量％である。
【００４９】
　（酸化剤、酸化助剤）
　毛髪化粧料が酸化染毛剤、毛髪脱色剤又は毛髪脱染剤である場合、その第２剤に含有さ
れる酸化剤としては、過酸化水素、過酸化尿素、過酸化メラミ ン、過炭酸ナトリウム、
過炭酸カリウム、過ホウ酸ナトリウム、過ホウ酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過酸化
ナトリウム、過酸化カリウム、過酸化マグネシ
ウム、過酸化バリウム、過酸化カルシウム、過酸化ストロンチウム、硫酸塩の過酸化水素
付加物、リン酸塩の過酸化水素付加物、及びピロリン酸塩の過酸化水素 付加物等が例示
される。これらの中でも、過酸化水素が好ましい。
【００５０】
　第２剤における酸化剤の含有量は特段に限定されないが、例えば０．１～１５質量％、
より好ましくは１～１０質量％である。第２剤が酸化剤として過酸化水素を含有する場合
、その安定性を向上させる安定化剤として、エチレングリコールフェニルエーテル（フェ
ノキシエタノール）や、ヒドロキシエタンジホスホン酸又はその塩を酸性の剤に配合する
ことが好ましい。
【００５１】
　一方、毛髪化粧料が毛髪脱染剤である場合、配合される酸化助剤としては、過硫酸アン
モニウム、過硫酸カリウム及び過硫酸ナトリウム等の過硫酸塩が例示される。
【００５２】
　（酸化染料、直接染料）
　毛髪化粧料が酸化染毛剤である場合、その第１剤に含有される酸化染料の内、主要中間
体は、主としてｏ－又はｐ－のフェニレンジアミン類あるいはアミノフェノール類である
染料先駆物質であり通常、それ自体は無色か又は弱く着色した化合物である。主要中間体
は単独で用いられ、又はカプラーと共に用いられる。
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【００５３】
　主要中間体としては、ｐ－フェニレンジアミン、トルエン－２，５－ジアミン（ｐ－ト
ルイレンジアミン）、Ｎ－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４，４’－ジアミノジフ
ェニルアミン、ｐ－アミノフェノール、ｏ－アミノフェノール、ｐ－メチルアミノフェノ
ール、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－ｐ－フェニレンジアミン、２－ヒドロキ
シエチル－ｐ－フェニレンジアミン、ｏ－クロル－ｐ－フェニレンジアミン、４－アミノ
－ｍ－クレゾール、２－アミノ－４－ヒドロキシエチルアミノアニソール、２，４－ジア
ミノフェノール及びそれらの塩類等が例示される。塩類としては、塩酸塩、硫酸塩、酢酸
塩等が例示される。
【００５４】
　カプラーとしては、主としてｍ－のジアミン類、アミノフェノール類又はジフェノール
類が挙げられ、具体的にはレゾルシン、カテコール、ピロガロール、フロログルシン、没
食子酸、ハイドロキノン、５－アミノ－ｏ－クレゾール、ｍ－アミノフェノール、５－（
２－ヒドロキシエチルアミノ）－２－メチルフェノール、ｍ－フェニレンジアミン、２，
４－ジアミノフェノキシエタノール、トルエン－３，４－ジアミン、α－ナフトール、２
，６－ジアミノピリジン、ジフェニルアミン、３，３’－イミノジフェニール、１，５－
ジヒドロキシナフタレンおよびタンニン酸及びそれらの塩等が例示される。
【００５５】
　染毛色調の調整のために付加的に用いられることがある直接染料としては、各種の酸性
染料、塩基性染料、ニトロ染料、天然染料、分散染料、ＨＣ染料等が例示される。
【００５６】
　（界面活性剤）
　毛髪化粧料の第１剤には、好ましい任意的成分として非イオン性界面活性剤の１種以上
を前記した合計含有量の範囲内で配合することができる。又、毛髪化粧料の第１剤には、
好ましい任意的成分として、カチオン性、アニオン性、両性イオン性のいずれかであるイ
オン性界面活性剤の１種以上も配合することができる。
【００５７】
　第１剤におけるイオン性界面活性剤の１種以上の合計配合量は特段に限定されないが、
例えば第１剤中の０．１～３質量％の範囲内とすることができる。但し、第１剤における
イオン性界面活性剤は、特に、第１剤に非イオン性界面活性剤の１種以上が配合されてい
る場合に、これと併用して配合することが好ましい。このような併用の場合においては、
イオン性界面活性剤の合計含有量C(i)と非イオン性界面活性剤の合計含有量C(n)の質量％
単位の比率C(i)／C(n)が前記した値となるように、イオン性界面活性剤の合計含有量を設
定することが好ましい。
【００５８】
　毛髪化粧料の第２剤にも、非イオン性界面活性剤の１種以上及び／又はイオン性界面活
性剤の１種以上を適宜な量的範囲において配合しても良い。
【００５９】
　非イオン性界面活性剤としては、エーテル型とエステル型のものとを例示できる。
【００６０】
　エーテル型のノニオン性界面活性剤としては、具体的には、ＰＯＥセチルエーテル（セ
テス）、ＰＯＥステアリルエーテル（ステアレス）、ＰＯＥベヘニルエーテル、ＰＯＥオ
レイルエーテル（オレス）、ＰＯＥラウリルエーテル（ラウレス）、ＰＯＥオクチルドデ
シルエーテル、ＰＯＥヘキシルデシルエーテル、ＰＯＥイソステアリルエーテル、ＰＯＥ
ノニルフェニルエーテル、及びＰＯＥオクチルフェニルエーテルを例示できる。
【００６１】
　エステル型のノニオン性界面活性剤としては、具体的には、モノオレイン酸ＰＯＥソル
ビタン、モノステアリン酸ＰＯＥソルビタン、モノパルミチン酸ＰＯＥソルビタン、モノ
ラウリン酸ＰＯＥソルビタン、トリオレイン酸ＰＯＥソルビタン、モノステアリン酸ＰＯ
Ｅグリセリン、モノミリスチン酸ＰＯＥグリセリン、テトラオレイン酸ＰＯＥソルビット
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、ヘキサステアリン酸ＰＯＥソルビット、モノラウリン酸ＰＯＥソルビット、ＰＯＥソル
ビットミツロウ、モノオレイン酸ポリエチレングリコール、モノステアリン酸ポリエチレ
ングリコール、モノラウリン酸ポリエチレングリコール、親油型モノオレイン酸グリセリ
ン、親油型モノステアリン酸グリセリン、自己乳化型モノステアリン酸グリセリン、モノ
オレイン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタン、モノ
ステアリン酸ソルビタン、モノパルミチン酸ソルビタン、モノラウリン酸ソルビタン、シ
ョ糖脂肪酸エステル、モノラウリン酸デカグリセリル、モノステアリン酸デカグリセリル
、モノオレイン酸デカグリセリル、及びモノミリスチン酸デカグリセリルを例示できる。
【００６２】
　カチオン性界面活性剤としては塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリ
メチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム（ステアルトリモニウムク
ロリド）、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム（ベヘントリモニウムクロリド）、塩化
ジステアリルジメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、臭化ステアリ
ルトリメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルア
ンモニウム、ステアリルトリメチルアンモニウムサッカリン、セチルトリメチルアンモニ
ウムサッカリン、塩化メタクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウム、メチル硫酸
ベヘニルトリメチルアンモニウム等が例示される。
【００６３】
　アニオン性界面活性剤としては、アルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレン（以下
、ＰＯＥという。）アルキルエーテル硫酸塩、アルキル硫 酸塩、アルケニルエーテル硫
酸塩、アルケニル硫酸塩、オレフィンスルホン酸塩、アルカンスルホン酸塩、飽和又は不
飽和脂肪酸塩、アルキル又はアルケニル
エーテルカルボン酸塩、α－スルホン脂肪酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸型界面活性剤、リン
酸モノ又はジエステル型界面活性剤、及びスルホコハク酸エステルが例示される。これら
の界面活性剤のアニオン基の対イオンは、例えばナトリウムイオン、カリウムイオン、及
びトリエタノールアミンのいずれであってもよい。
【００６４】
　アニオン性界面活性剤として、より具体的には、ラウリル硫酸ナトリウム、ミリスチル
硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリル硫酸トリ
エタノールアミン、セチル硫酸ナトリウム、ステアリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチ
レン（ＰＯＥ）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ＰＯＥラウリルエーテル硫酸トリエタ
ノールアミン、ＰＯＥラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ＰＯＥステアリルエーテル硫
酸ナトリウム、ステアロイルメチルタウリンナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸ト
リエタノールアミン、テトラデセンスルホン酸ナトリウム、ラウリルリン酸ナトリウム、
ＰＯＥラウリルエーテルリン酸及びその塩、Ｎ－ラウロイルグルタミン酸塩類（ラウロイ
ルグルタミン酸ナトリウム等）、Ｎ－ラウロイルメチル－β－アラニン塩、Ｎ－アシルグ
リシン塩、Ｎ－アシルグルタミン酸塩、高級脂肪酸であるラウリン酸、ミリスチン酸及び
これらの高級脂肪酸の塩が例示される。
【００６５】
　両性イオン性界面活性剤としては、アルキルベタイン型、脂肪酸アミドプロピルベタイ
ン型、アルキルイミダゾール型、アミノ酸型のものが例示される。
【００６６】
　両性イオン性界面活性剤として、より具体的には、ラウリルベタイン、イミダゾリン、
アミドベタイン、カルボベタイン、スルホベタイン、ヒドロキシスルホベタイン、アミド
スルホベタイン、２－ウンデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダ
ゾリニウムベタインナトリウム、ココアミドプロピルベタイン、ラウリルジメチルアミノ
酢酸ベタイン、ステアリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベ
タイン等が例示される。
【００６７】
　（油性成分）
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　毛髪化粧料の第１剤には、好ましい任意的成分として油性成分の１種以上を前記した合
計含有量の範囲内で配合することができる。毛髪化粧料の第２剤にも、油性成分を適宜な
量的範囲において配合しても良い。
【００６８】
　油性成分としては、油脂、ロウ類、高級脂肪酸、アルキルグリセリルエーテル、エステ
ル類、シリコーン類、炭化水素等が例示される。
【００６９】
　油脂としては、オリーブ油、ローズヒップ油、ツバキ油、シア脂、マカデミアナッツ油
、アーモンド油、茶実油、サフラワー油、ヒマワリ油、大豆油、綿実油、ゴマ油、牛脂、
カカオ脂、トウモロコシ油、落花生油、ナタネ油、コメヌカ油、コメ胚芽油、小麦胚芽油
、ハトムギ油、ブドウ種子油、アボカド油、カロット油、マカダミアナッツ油、ヒマシ油
、アマニ油、ヤシ油、ミンク油、卵黄油等が例示される。
【００７０】
　ロウ類としては、ミツロウ（蜜蝋）、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、ホホバ油、
ラノリン、鯨ロウ、コメヌカロウ、サトウキビロウ、パームロウ、モンタンロウ、綿ロウ
、ベイベリーロウ、セラックロウ等が例示される。
【００７１】
　高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘ
ニン酸、イソステアリン酸、ヒドロキシステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、
オレイン酸、ウンデシレン酸、リノール酸、リシノール酸、ラノリン脂肪酸等が例示され
る。
【００７２】
　アルキルグリセリルエーテルとしては、バチルアルコール（モノステアリルグリセリル
エーテル）、キミルアルコール（モノセチルグリセリルエーテル）、セラキルアルコール
（モノオレイルグリセリルエーテル）、イソステアリルグリセリルエーテル等が例示され
る。
【００７３】
　エステル類としては、アジピン酸ジイソブチル、オクタン酸セチル、イソノナン酸イソ
ノニル、セバシン酸ジイソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソ
プロピル、ステアリン酸ステアリル、ラウリン酸ヘキシル、ジメチルオクタン酸ヘキシル
デシル、ミリスチン酸トリイソデシル、脂肪酸（Ｃ１０－３０）（コレステリル／ラノス
テリル）、乳酸ラウリル、酢酸ラノリン、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール
、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、モノイソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコー
ル、リンゴ酸ジイソステアリル等が例示される。
【００７４】
　シリコーン類としては、ジメチルポリシロキサン（INCI名：ジメチコン）、ヒドロキシ
末端基を有するジメチルポリシロキサン（INCI名：ジメチコノール）、メチルフェニルポ
リシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ポリエーテル変性シリコーン、平均
重合度が６５０～１００００の高重合シリコーン、アミノ変性シリコーン、ベタイン変性
シリコーン、アルキル変性シリコーン、アルコキシ変性シリコーン、カルボキシ変性シリ
コーン等が例示される。
【００７５】
　上記のうち、アミノ変性シリコーンとしては、アミノプロピルメチルシロキサン・ジメ
チルシロキサン共重合体（INCI名：アミノプロピルジメチコン）、アミノエチルアミノプ
ロピルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体（INCI名：アモジメチコン）、アミノエ
チルアミノプロピルメチルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体（INCI名：トリメチ
ルシリルアモジメチコン）等が例示される。
【００７６】
　炭化水素としては、α－オレフィンオリゴマー、軽質イソパラフィン、軽質流動イソパ
ラフィン、流動イソパラフィン、流動パラフィン、スクワラン、ポリブテン、パラフィン
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、マイクロクリスタリンワックス、ワセリン等が例示される。
【００７７】
　（高級アルコール）
　毛髪化粧料の第１剤には、好ましい任意的成分として高級アルコールの１種以上を配合
することができる。第１剤における高級アルコールの合計配合量は特段に限定されないが
、例えば第１剤中の０．５～１０質量％の範囲内とすることができる。但し、第１剤にお
ける高級アルコールの１種以上は、特に、第１剤に非イオン性界面活性剤の１種以上が配
合されている場合に、これと併用して配合することが好ましい。このような併用の場合に
おいては、第１剤における非イオン性界面活性剤の合計含有量C(n)と高級アルコールの合
計含有量C(a)の質量％単位の比率C(n)／C(a)が前記した値となるように、高級アルコール
の合計含有量を設定することが好ましい。
【００７８】
　毛髪化粧料の第２剤にも、高級アルコールの１種以上を適宜な量的範囲において配合し
ても良い。
【００７９】
　具体的には、直鎖状飽和高級アルコールとして、ラウリルアルコール、ミリスチルアル
コール、セチルアルコール（セタノール）、ステアリルアルコール、アラキルアルコール
、ベヘニルアルコールを例示できる。その他にも、分岐鎖状飽和高級アルコールとして、
イソステアリルアルコール、２－ヘキシルドデカノール、２－オクチルドデカノール等を
例示でき、不飽和高級アルコールとしてオレイルアルコール等を例示できる。
【００８０】
　以上の内、特に好ましいものは炭素数が１２～２２の範囲内の直鎖状飽和高級アルコー
ルであるラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール（セタノール）
、ステアリルアルコール、アラキルアルコール、ベヘニルアルコールである。
【００８１】
　〔毛髪化粧料のその他の任意的配合成分〕
　毛髪化粧料の第１剤及び／又は第２剤には、上記した各種の成分以外にも、例えばカチ
オン性ポリマー、可溶化剤、水溶性高分子化合物、糖、防腐剤、安定剤、ｐＨ調整剤、植
物抽出物、生薬抽出物、ビタミン、香料、酸化防止剤、紫外線吸収剤、キレート化剤等を
任意に配合することができる。その内の幾つかを以下に具体的に述べる。
【００８２】
　（カチオン性ポリマー）
　カチオン性ポリマーとしては、カチオン化セルロース誘導体、ジアリル４級アンモニウ
ム塩の重合体又は共重合体、４級化ポリビニルピロリドンの他、カチオン性澱粉、カチオ
ン化グアーガム等が例示される。
【００８３】
　カチオン化セルロース誘導体としては、ヒドロキシエチルセルロースに塩化グリシジル
トリメチルアンモニウムを付加して得られる４級アンモニウム塩の重合体（ポリクオタニ
ウム-10、例えばレオガードG、同GP；ライオン社、ポリマーJR-125、同JR-400、同JR-30M
、同LR-400、同LR-30M；Amerchol社）、ヒドロキシエチルセルロース／ジメチルジアリル
アンモニウムクロリド共重合体（ポリクオタニウム-4、例えばセルコートH-100、同L-200
；ナショナルスターチアンドケミカル社）等が例示される。
【００８４】
　ジアリル４級アンモニウム塩の重合体又は共重合体としては、ジメチルジアリルアンモ
ニウムクロリド重合体（ポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム）〔ポリクオタニウム
-6 (POLYQUATERNIUM-6)、例えばマーコート100 (MERQUAT 100)；ルーブリゾール社〕、ジ
メチルジアリルアンモニウムクロリド／アクリル酸共重合体〔ポリクオタニウム-22 (POL
YQUATERNIUM-22)、例えばマーコート280 (MERQUAT 280)；ルーブリゾール社〕、アクリル
酸／ジアリル第四級アンモニウム塩／アクリルアミド共重合体〔ポリクオタニウム-39 (P
OLYQUATERNIUM-39)、例えばマーコートプラス3331 (MERQUAT PLUS 3331)；ルーブリゾー
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ル社〕等が例示される。
【００８５】
　４級化ポリビニルピロリドンとしては、ビニルピロリドン（VP）とメタクリル酸ジメチ
ルアミノエチルの共重合体と硫酸ジエチルから得られる４級アンモニウム塩〔ポリクオタ
ニウム-11 (POLYQUATERNIUM-11)、例えばガフコート734 (GAFQUAT 734)、同755；アイエ
スピー・ジャパン社〕等が例示される。
【００８６】
　（可溶化剤）
　可溶化剤は、毛髪化粧料組成物の各剤を液状にするために配合される。可溶化剤として
は水や有機溶媒が挙げられる。有機溶剤としては、例えば炭素数１～３の一価アルコール
（低級アルコール）、多価アルコールとしてのグリコール類及びグリセリン類、並びにジ
エチレングリコール低級アルキルエーテルが例示される。炭素数１～３の一価アルコール
としては、例えばメタノール、エタノール、プロパノール、及びイソプロパノールが例示
される。グリコール類としては、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、ト
リエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、イソプレング
リコール、ヘキシレングリコール、及び１，３－ブチレングリコールが例示される。グリ
セリン類としては、例えばグリセリン、ジグリセリン、及びポリグリセリンが例示される
。ジエチレングリコール低級アルキルエーテルとしては、例えばジエチレングリコールモ
ノエチルエーテル（エチルカルビトール）が例示される。
【００８７】
　（水溶性高分子化合物）
　水溶性高分子化合物としては、前記したカチオン性ポリマーを除く、アニオン性、非イ
オン性及び両性の高分子化合物を使用することができる。例えば、カルボキシビニルポリ
マー、ジアリル４級アンモニウム塩／アクリル酸共重合体等が例示される。
【００８８】
　〔二重構造容器、毛髪化粧料用品〕
　（二重構造容器）
　次に、本発明で用いる二重構造容器の一例を図１に基づいて説明する。この説明におい
て、本発明の要旨に直接に関係しない部分については機能的な簡略な説明を行い、構造の
詳細な説明を省略する。
【００８９】
　二重構造容器１の外側容器２は、そのままで又は後述の蓋体にかぶせるキャップ（図示
省略）を底部とする倒立状態で自立できる形状を持ち、硬質で堅牢な材料からなる耐圧性
の容器である。外側容器２は、ステンレス等の不透明な金属材料を用いて形成しても良い
が、好ましくは、内部を透視できるように、硬質で堅牢かつ透明であって、必要な厚さを
備えたプラスチック材によって形成する。
【００９０】
　外側容器２の内部には、第１剤充填用空間を構成する第１のパウチ状の袋状体３と、第
２剤充填用空間を構成する構成する第２のパウチ状の袋状体４とを各々独立に設けている
。図１においては、外側容器２が透明なプラスチック材によって形成されているとの前提
のもとに、内部のパウチ状の袋状体３、４を外部から透視した状態で図示している。
【００９１】
　袋状体３、４は、外側容器２の構成材料とは異なり、比較的柔軟で加圧により変形し易
い、相対的に薄くて柔軟なプラスチック材料を用い構成する。袋状体３、４は、耐破損性
を考慮して積層構造の袋状体としても良い。特にアルカリ剤を含有する第１剤を充填する
ための第１の袋状体３は、限定はされないが、金属層を含むラミネート構造とすることが
好ましい。一方、袋状体の内容物の減り具合を視認できるように、第２の袋状体４は、限
定はされないが、透明又は半透明とすることが好ましい。
【００９２】
　外側容器２の内部における袋状体３、４の設置空間を除く空間は噴射剤充填空間５とさ
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れ、この空間には噴射剤を充填している。噴射剤としては、不活性で低毒性の窒素ガス（
Ｎ２）、炭酸ガス（ＣＯ２）等を用いた圧縮ガスや、液化ガスであるＬＰＧ等が好ましい
。
【００９３】
　外側容器２の上端の開口部６は、蓋体７によって気密に閉鎖されている。蓋体７の内部
には、図示を省略するが、第１剤用及び第２剤用の吐出路と、これらの吐出路をそれぞれ
開閉するためのバルブが設けられている。第１剤用及び第２剤用の吐出路はそれぞれ袋状
体３、４の上端の開口部と液密に接続されている。
【００９４】
　なお、袋状体３、４には、それらに充填する第１剤、第２剤の滑らかな吐出を促すため
の、全体としてラダー状の構造を持つ棒状体（図示省略。例えば、特許文献１の図１に示
すディップチューブ１６Ａ、１６Ｂ参照）を上端の開口部から指し込んでおいても良い。
【００９５】
　上記の吐出路開閉用の１対のバルブとしては、本実施形態ではいわゆるバルブステムが
採用され、その１対の筒状ステム８、９は蓋体７の上方に突出して、アクチュエータ１０
内部に設けた１対の吐出路（図示省略）に液密に接続されている。これらのアクチュエー
タ１０内部の吐出路は、アクチュエータ１０の開口部１１に設けた１対の吐出孔１２、１
３に連絡している。なお、アクチュエータ１０内部の１対の吐出路は、開口部１１に至る
前に合流して、開口部１１の単一の吐出孔から吐出されるように構成しても良い。
【００９６】
　一方、前記１対の筒状ステム８、９は、蓋体７に内蔵されたコイルスプリング等の付勢
バネ（図示省略）により常に上方へ付勢された状態で図示の位置にあり、この時にはバル
ブステムは「閉」の状態にある。
【００９７】
　（毛髪化粧料用品）
　本発明の毛髪化粧料用品は、上記の二重構造容器１における袋状体３と袋状体４にそれ
ぞれ毛髪化粧料の第１剤と第２剤を充填したものである。場合により、毛髪化粧料用品の
付加的な構成要素として第３剤が添付される。
【００９８】
　第１剤と第２剤を充填した二重構造容器１では、袋状体３、４中の第１剤と第２剤は噴
射剤充填空間５の圧縮ガスによって常時、共に吐出圧を受けている。そして前記の付勢バ
ネの付勢力に抗してアクチュエータ１０を押し下げると、バルブステムが「開」の状態に
なり、第１剤と第２剤が同時に吐出される。アクチュエータ１０に対する押圧を解除する
と、バルブステムが「閉」となって、第１剤と第２剤の吐出が同時に停止する。
【実施例】
【００９９】
　次に本発明の実施例及び比較例を説明する。本発明の技術的範囲は以下の実施例及び比
較例によって限定されない。
【０１００】
　〔毛髪化粧料の調製〕
　末尾の表１～表４に組成を示す実施例１～実施例２３、比較例１～比較例６の各例に係
る２剤式酸化染毛剤の第１剤と第２剤を常法に従って調製した。これらの第１剤と第２剤
はいずれも乳化されたクリーム状製剤である。表において、各成分の含有量を示す数値は
、第１剤又は第２剤における質量％単位の数値である。
【０１０１】
　次に各表において、第１剤、第２剤についてそれぞれ、「３０rpm粘度（mPa・s）3日後
」とあるのは、各実施例、各比較例に係る第１剤又は第２剤を、調製後３日間静置して安
定化させた後、２５℃の条件下において、東機産業株式会社製のＢ型粘度計であるＢＬ型
粘度計VISCOMETERを用いて、４号ローターで１分間、30rpm/minの測定条件で測定した粘
度値（mPa・s）である。又、「１２rpm粘度（mPa・s）3日後」とあるのは、各実施例、各
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比較例に係る第１剤又は第２剤を、調製後３日間静置して安定化させた後、２５℃の条件
下において、東機産業株式会社製のＢ型粘度計であるＢＬ型粘度計VISCOMETERを用いて、
４号ローターで１分間、12rpm/minの測定条件で測定した粘度値（mPa・s）である。
【０１０２】
　又、各表において、第１剤、第２剤についてそれぞれ「V30/V12(f)」、「V30/V12(s)」
とあるのは、各例に係る第１剤(f)と第２剤(s)のそれぞれについて、上記測定粘度V３０

とV１２の比「V３０/V１２」の値を示したものである。各実施例、各比較例に係る第１剤
の粘度比V３０/V１２(f)と、第２剤の粘度比V３０/V１２(s)の両者の値が、互いに１．３
倍を超えないか否か、「(V30/V12(f))／(V30/V12(s))」の欄と「(V30/V12(s))／(V30/V12
(f))」の欄に計算結果を示す。なお、「V30/V12(f)」、「V30/V12(s)」の欄には小数点以
下第３位で四捨五入した数値を記入したが、「(V30/V12(f))／(V30/V12(s))」、「(V30/V

12(s))／(V30/V12(f))」の計算においては、小数点以下第３位で四捨五入しない「V30/V1
2(f)」、「V30/V12(s)」の数値を用いて計算している。
【０１０３】
　次に、各表において、第１剤について「ノニオン量」、「油成分量」とは、各例に係る
第１剤中のそれぞれ非イオン性界面活性剤と油性成分との合計含有量を質量％単位の数値
で示したものである。
【０１０４】
　次に、各表において、第１剤について「C(n)／C(a)」とは、第１剤中の非イオン性界面
活性剤の合計含有量C(n)と高級アルコールの合計含有量C(a)との質量％単位の比率「C(n)
／C(a)」の値を示したものである。
【０１０５】
　更に、各表において、第１剤について「C(i)／C(n)」とは、第１剤中のイオン性界面活
性剤の合計含有量C(i)と第１剤中の非イオン性界面活性剤の合計含有量C(n)との質量％単
位の比率「C(i)／C(n)」の値を示したものである。
【０１０６】
　〔毛髪化粧料の評価〕
　（乳化安定性）
　各実施例、各比較例に係るクリーム状の第１剤を調製後、直ちに６０℃の恒温室に移し
て静置し、油相と水相の相分離が発生するまでの所要時間を測定することにより、乳化安
定性を評価した。層分離が発生するまでに７２時間以上を要した場合に「◎」、２４時間
以上で７２時間未満を要した場合に「○」、１２時間以上で２４時間未満を要した場合に
「△」、１２時間未満で層分離が発生した場合を「×」と評価した。評価の結果を各表の
「乳化安定性」の欄に示す。
【０１０７】
　（染毛性能）
　各実施例、各比較例に係るクリーム状の第１剤及び第２剤を調製後、刷毛を用いて均一
に混合して、長さ１０ｃｍの評価用の白毛混じりの毛束サンプルにそれぞれ２ｍｌずつを
均一に塗布して３０分間放置し、染毛処理を行った。その後、毛束サンプルを水洗してか
ら乾燥させ、それぞれ１０名のパネラーに染毛効果を評価させた。評価の基準としては、
染毛効果が非常に良好である場合を「◎」、良好である場合を「○」、悪くもないが良好
とも言えない場合を「△」、悪い場合を「×」と評価した。
【０１０８】
　いずれの場合にも、１０名のパネラーにおける最も多数の評価を採用した。最も多数の
評価が二通りに割れた場合には、低い方の評価を採用した。評価の結果を各表の「染毛性
能」の欄に示す。
【０１０９】
　（等量吐出性）
　各実施例、各比較例に係るクリーム状の第１剤及び第２剤を分離充填・同一加圧吐出型
の二重構造容器にそれぞれ同一の既知量だけ充填した後、第１剤と第２剤の同時吐出操作
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時吐出操作を停止した。
【０１１０】
　そして、その時点までの第１剤の質量基準の吐出量を測定して、第２剤の吐出量に対す
る第１剤の吐出量の質量基準の比が０．９以上～１．１以下であった場合を「◎」、その
比が０．８以上～０．９未満、又は１．１を超え～１．２以下であった場合を「○」、
その比が０．７以上～０．８未満、又は１．２を超え～１．３以下であった場合を「△」
、その比が０．７未満、又は１．３を超える場合を「×」と評価した。評価の結果を各表
の「等量吐出性」の欄に示す。
【０１１１】
【表１】

【０１１２】
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【表２】

【０１１３】
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【表３】

【０１１４】
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【表４】

【産業上の利用可能性】
【０１１５】
　本発明により、特定の吐出機構を持つ二重構造容器による第１剤と第２剤の等量吐出が
可能で、経時的にも等量吐出性を維持できるレオロジー特性を備えた毛髪化粧料が提供さ
れる。
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